
 

 

 

                 

平
成
か
ら
令
和
へ―

―

。 

小
浜
美
郷
小
学
校
の
開
校
、
北

陸
新
幹
線
小
浜
・
大
阪
間
の
ル
ー
ト

決
定
、
新
た
な
形
態
の
農
業
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
、
時
代
の
転

機
を
迎
え
た
小
浜
市
の
先
頭
に
立

ち
舵
を
取
る
松
崎
晃
治
氏
。 

平
成
28
年
７
月
、
松
崎
氏
が
小

浜
市
長
３
選
を
果
た
す
と
、
12
月

に
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ 

               

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
北
陸
新
幹
線

敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト
を
「
小
浜
・
京

都
ル
ー
ト
」と
決
定
。 

北
陸
新
幹
線
の
小
浜
を
通
る
ル

ー
ト
は
昭
和
48
年
の
整
備
計
画
決

定
以
来
、
小
浜
市
の
悲
願
だ
っ
た
。

松
崎
氏
も
県
議
初
当
選
か
ら
政
治

目
標
の
一
つ
と
し
て
、
約
30
年
に
わ

た
り
市
民
と
力
を
結
集
し
て
運
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
悲
願
が

成
就
し
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た

い
と
言
葉
少
な
だ
が
、
そ
の
胸
の
う 

               

ち
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ

う
。 就

任
３
期
目
の
松
崎
氏
は
、
諸

施
策
の
総
仕
上
げ
と
位
置
付
け「
小

浜
を
研
く
」
を
公
約
に
掲
げ
、
①
産

業
を
み
が
く
、
②
観
光
を
み
が
く
、

③
文
化
・
教
育
を
み
が
く
、
④
生
活

を
み
が
く
、
⑤
行
政
を
み
が
く
、
の

５
つ
の
公
約
を
定
め
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
各
種
施
策
を
進
め
て
き
た
。

７
月
の
任
期
満
了
を
前
に
、
そ
の
取

り
組
み
や
成
果
を
お
聞
き
し
た
。 

                 

働
き
や
す
い
環
境
の
創
造
と
雇

用
の
場
の
創
出
は
、
人
口
減
少
問

題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
の

一
つ
で
あ
る
と
捉
え
、
植
物
工
場

の
誘
致
が
４
社
目
と
な
る
な
ど
市

内
の
雇
用
の
確
保
・
拡
大
を
図
る

た
め
多
種
多
様
な
業
種
の
企
業
誘

致
を
促
進
し
、
雇
用
確
保
に
努
め

て
い
る
。 

小
浜
を
代
表
す
る
伝
統
産
業
の

ま
つ
ざ
き
・
こ
う
じ 

昭
和
33
年
生
ま
れ
。
鳴
門

教
育
大
学
大
学
院
修
了
。
教
員
を
経
て
、
平
成
７

年
か
ら
県
議
会
議
員
４
選
。
平
成
15
年
副
議
長
、

17
年
議
長
を
歴
任
。
平
成
20
年
８
月
、
第
９
代
小

浜
市
長
に
就
任
。
現
在
、
３
期
目
。 
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小

浜

市

長 

時
代
の
転
機
を
迎
え 

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
小
浜
を
研
く
」。
そ
の
先
に
、 

市
民
の
満
足
度
向
上
、
安
全
安
心
の
暮
ら
し
と
な
る 

未
来
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て―

―

。 

産
業
を
み
が
く 



 

 

 

「
若
狭
塗
箸
」
は
、
積
極
的
に
海

外
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
て
新
た
な

販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。 

農
業
振
興
で
は
、
人
口
減
少
・

高
齢
化
が
進
む
中
、
従
来
の
経
験

と
勘
に
基
づ
く
農
業
か
ら
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
農
業
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
、
宮
川
地
区
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
な

ど
の
新
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
農
地
中
間
管
理
機

構
と
連
携
し
て
農
地
を
大
区
画
化

し
、
収
益
性
の
高
い
経
営
を
目
指

す
新
た
な
土
地
改
良
事
業
を
創
設
。

県
内
で
初
め
て
飯
盛
地
区
で
事
業

が
開
始
さ
れ
、
他
の
地
域
で
も
前

向
き
な
話
し
合
い
が
進
ん
で
い
る
。 

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
鯖
、

復
活
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
順
調
に

規
模
を
拡
大
し
、
昨
年
は
鯖
街
道

で
縁
の
深
い
京
都
の
酒
蔵
で
製
造

さ
れ
た
酒
か
す
を
エ
サ
に
混
ぜ
て

育
て
た
「
小
浜
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
」

と
し
て
本
格
出
荷
を
開
始
。
市
が

行
っ
て
い
た
サ
バ
の
養
殖
事
業
を

田
烏
水
産
株
式
会
社
が
担
う
こ
と

と
な
り
、
地
元
の
産
業
と
し
て
の

定
着
を
目
指
し
着
実
に
成
果
を
上

げ
、
今
年
度
は
小
浜
よ
っ
ぱ
ら
い

サ
バ
の
出
荷
尾
数
が
初
め
て
１
万

尾
を
超
え
る
見
込
み
だ
。
市
内
の

取
扱
店
舗
数
も
増
え
、
京
都
で
の

販
路
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

平
成
30
年
11
月
に
は
、
小
浜
水

産
高
校
の
生
徒
が
、「
鯖
街
道
を
宇

宙
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

手
掛
け
た
「
サ
バ
醤
油
味
付
け
缶

詰
」
が
、
若
狭
高
校
海
洋
科
学
科

に
引
き
継
が
れ
12
年
も
の
年
月
を

か
け
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
ジ
ャ
ク
サ
）
の
「
宇

宙
日
本
食
」
に
認
証
さ
れ
た
。
高

校
生
が
開
発
し
た
食
品
の
認
証
は

史
上
初
の
快
挙
で
あ
り
、
長
年
の

努
力
が
実
を
結
ん
だ
。 

 

農
林
水
産
業
の
発
展
に
は
、
新

た
な
る
担
い
手
の
育
成
が
重
要
で

あ
り
、
市
外
か
ら
就
農
希
望
者
を

受
け
入
れ
る
「
お
ば
ま
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
」
や
関
係
機
関
と
連
携
し

漁
業
者
を
育
成
す
る
「
水
産
カ
レ

ッ
ジ
」、
小
中
学
生
に
農
林
水
産
業

の
魅
力
を
伝
え
る
「
総
合
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
を
展
開
し
、
将

来
の
担
い
手
育
成
を
支
援
。
内
外

海
地
区
で
は
、
水
産
業
の
振
興
と

地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
旧
田
烏

小
学
校
を
改
修
し
た
水
産
業
活
性

化
の
拠
点
施
設
や
教
育
旅
行
の
拡

充
な
ど
、
地
元
住
民
に
よ
る
各
集

落
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
。 

食
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
新
た

な
展
開
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
活
用
し
て
、
料
理
人

を
育
成
し
、
定
住
人
口
・
交
流
人 

北
陸
新
幹
線「
小
浜
・京
都
ル
ー
ト
」決
定
を
市
民
と
祝
う 

５ページ中２ページ表示 


